【講演記録】
１．顧問　：　篠田　正義氏

専門家協会の役割
平成２４年１月（於．赤坂東急ホテル）

【役割】

ハイテク製品あるいは重工業製品の輸出入には既にその役割を担う大企業が存在する。

日本経済の２/３を担う日本各地の中小企業の活性化の為、我々国際貿易専門家の役割として、単に日本文化のイミテーション商品を輸入するのではなく、世界各国固有の文化的かおりを持った商品を日本に紹介し、その輸入を促進させたい。

地域活性化は「国際村」作りから

人口の大都市圏集中と山村、離島などの過疎化が問題視されて久しい。

又、少子高齢化が加速度的に進んでいる事に対して日本の前途を危ぶむ人が増えている。

この２つの大きな問題は高度経済社会となった日本にとって宿命とも云える流れであり、それを止める事は何人にも出来ないと思う。

　しかし、その過程で起こる様々な“ひずみ”は人々の知恵と工夫によって是正され得ると考える。

これまで地域の活性化の手法といえば、村おこし運動にみられるように地場特産品作りや埋もれていた伝統芸能等、文化遺産の再発見というその地域にある昔からのものの商品化が中心であった。

　しかし、国際化が進む日本においてこれからは、違った文化を持った外国の人々を自分達の地域に受け入れて、新しい混合文化を創造して行くという動きがあってもよいと思う。
市・町・村が外国と姉妹都市になり、外国の文化・風俗・習慣等を受容した「国際村」を作り、そこで草の根の交流を行ってはどうだろうか。

この「国際村」の運営に当って現在あるFAZ制度や離島・山村の振興制度を活用し、更にものだけでなく外国人そのものを受け入れれば、過疎化・人口減少の解決に少なからず役に立つと思う。

「国際村」作りの企画から運営について、国際貿易専門家として汗を流したいと願っています。
